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をターゲット物質とし、Bacillus sp. CYR1株（DDBJ accession number, LC049103）に
よる分解能及び PHBへの変換能力について検討を行なった。その結果、Tween 80非添加
系、即ちそれぞれの毒性の芳香族化合物を唯一な炭素源とした反応液では 6 日目に分解が
確認されたのに対して、芳香族化合物以外に Tween 80を炭素源として添加した条件では 3
日以内にほとんどの芳香族化合物の分解が観察された。一方、細胞から抽出した PHBの官
能基、構造、熱的、及び物理的特性を、フーリエ変換赤外分光法（FT-IR）、1 Hおよび 13 C 
NMR、熱重量分析（TGA）、示差走査熱量測定（DSC）、X線回折（XRD）及びゲル浸透ク
ロマトグラフィー（GPC）、透過電子顕微鏡法（TEM）など、様々な分析方法を用いて解






























 5 種類のアルキルフェノールと、2 種類のモノ及び多環芳香族炭化水素をターゲット物質
とし、<i>Bacillus</i> sp. CYR1株（DDBJ accession number, LC049103）による分解能
及び PHBへの変換能力について検討を行なった。その結果、Tween 80非添加系、即ちそ
れぞれの毒性の芳香族化合物を唯一な炭素源とした反応液では 6 日目に分解が確認された
のに対して、芳香族化合物以外に Tween 80を炭素源として添加した条件では 3日以内にほ
とんどの芳香族化合物の分解が観察された。一方、細胞から抽出した PHBの官能基、構造、
熱的、及び物理的特性を、フーリエ変換赤外分光法、<sup>1 </sup>H および<sup>13 
</sup>C NMR、熱重量分析、示差走査熱量測定、X線回折及びゲル浸透クロマトグラフィ
ー、透過電子顕微鏡法など、様々な分析方法を用いて解析した結果、高純度の PHBが菌体
内に蓄積していることが確認できた。PHB産生能はフェノール（51±5%）、ナフタレン（42
±4%）、4－クロロフェノール（32±3%）、4－ノニルフェノール（29±3%）の順に高かっ
た。 
